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抄録 : 本研究の目的は、中学校英語授業における教師の自律性支援が生徒のエンゲージメント

に及ぼす影響に関して明らかにすることである。本研究の参加者は、中学校 1 年生から 3 年生

の公立中学校生徒 601 名である。分析の結果、教師の自律性支援指導が生徒の心理的欲求を媒

介として間接的にエンゲージメントを予測することが明らかとなった。このことから、中学校

における教師の自律性支援指導の重要性が示唆される。

索引語 :自己決定理論，自律性支援，心理的欲求，エンゲージメント

Abstract:Abstract: This study aims to examine the effect of teachers’ autonomy-supportive teaching 
on students’ engagement, mediating psychological needs satisfaction. Participants in this 
study were 601 junior high school students. Autonomy-supportive teaching indirectly 
predicts their engagement, mediating the psychological needs satisfaction. In sum, we 
propose instruction to enhance autonomy support.

Key Words:Key Words: Self-determination Theory, Autonomy Supportive Teaching, Psychological 
Needs, Academic Engagement

1．はじめに

2020 年度に小学校及び中学校の学習指導要領が改訂され、小・中学校の英語教育が大きく変

わりつつある。『中学校学習指導要領』（文部科学省，2017）においては、新しく「知識・技能等」

「思考・判断・表現等」「学びに向かう力・人間性等」の 3 つの柱が設定された。その中で、3 つ

目の柱である学びに向かう力に関連して、英語学習（授業）に積極的に取り組む生徒及び自律

的に学習する生徒の育成が喫緊の課題になる。

染谷（2021a）では、心理的欲求の充足が内発的動機づけを予測するプロセスについて調査研
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究を行っている。現状、日本では、心理的欲求の充足が内発的動機づけを予測することが明ら

かになっているが、海外で主流とされる授業内のエンゲージメントとの関連性については、ほ

とんど論じられていない（Oga-Boldwin & Nakata, 2017）。
教育心理学の分野の国内外で焦点を当てられる概念で、パフォーマンスを規定する動機づけ

概念として、エンゲージメント（Engagement）が注目されている。最近では、児童生徒の学習

活動におけるエンゲージメントが重要視され始めており、達成行動やその結果としてのパフォー

マンスを予測する心理変数として注目を集めている（鹿毛，2017；外山，2018）。
本研究では、いくつかの先行研究（Carreira, Ozaki & Maeda, 2013; Oga-Boldwin & Nakata, 

2017, 染谷, 2021c）を参考に、中学生を対象にして、教師の自律性支援と生徒の英語授業に対

する動機づけ及びエンゲージメントの関連性について明らかにする。 

2．先行研究

（1）動機づけ

「動機づけ」とは、教育心理学や言語習得における個人差の分野において用いられることが多

い用語である。本稿では、心理学的観点からの動機づけを論じる。

心理学的に「動機づけ」とは、行動や心の活動を、開始し、方向づけ、持続し、調整する、

心理的なプロセスであると言及される（上淵，2012）。「動機」は、動機づけのプロセスを構成

する一要素にすぎないとされる （Reeve, 2018）。動機とは、動機づけのプロセスを生じさせて持

続させるものの総称であり、要求、欲求、認知、情動などの変数を含むとされている。動機には、

状況変数と特性変数の両者が存在し、状況によって値が変化する変数と、特定の値を取りやす

い傾向の 2 種類に分類される。本研究における動機とは、前者に相当し、授業という状況によ

り値が変化する動機を扱う。

（2）自己決定理論

自己決定理論 （Self-determination Theory）とは、成長と統合へと向かう自己の傾向性及び、

より統合された自己の感覚を発達させていく傾向性を生得的に備えているという生命体論的視

座に立った動機づけの考え方である （Ryan & Deci, 2000a, 2000b）。
Ryan and Deci （2017） によれば、自己決定理論は、6 つの下位理論（認知的評価理論、有機

的統合理論、因果志向性理論、基本的心理欲求理論、目標内容理論及び関係性動機づけ理論）

に分かれており、その理論が各々関連性を持っているとされている。本研究では、基本的心理

欲求理論及び認知的評価理論を中心に論じる。

基本的心理欲求理論（Basic Psychological Needs Theory）とは、「人間の成長、統合的な発達、

心的健康（Well-being）のために必要不可欠な 3 つの生得的な心理欲求の充足を基盤とした考

え方である」（Ryan & Deci, 2017, p.242）。Deci and Ryan （2000a, 2000b） によれば、人間に

は 3 つの基本的心理欲求があるとされる。

「自律性（Autonomy）」「有能性（Competence） 」「関係性（Relatedness） 」という 3 つの心

理的欲求が満たされると、価値観が「内在化」し、外発的だった動機づけが連続体にそって内
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発的なものへと移行していくとされている。

英語教育における「自律性の欲求充足」とは、行為を自ら起こそうという傾向性を指し、学

習者が自律的に英語学習に取り組みたいと感じることを指す。また、「有能性の欲求充足」とは、

環境と効果的に関わりながら学んでいこうとする傾向性を指し、学習者が、英語ができるよう

になりたい、あるいは英語の授業内容を理解したいと感じることを指す。最後に、「関係性の欲

求充足」とは、他者やコミュニティと関わろうとする傾向性を指し、学習者が教師や仲間と、

互いに協力的に英語学習に取り組みたいと感じることを指すとされる（染谷，2020，pp. 133–
134）。
認知的評価理論（Cognitive Evaluation Theory）とは、外的な状況（フィードバック、コミュ

ニケーション、報酬など）が個人の自己決定と有能さの認知を媒介として、内発的動機づけを

規定するとされ、個人内に「内部情報的」と「内部制御的」という対象的な心理状態が存在す

ることを仮定している（Deci & Ryan, 1985）。内部情報的な心理状態では、環境と効果的な相

互交渉を行った結果としての事象の理解や技能の上達によって得られた有能感や満足感が体験

されるが、内部制御的な心理状態では、圧迫感、緊張、不安などの感情体験を伴うとされる（鹿

毛，2013）。
認知的評価理論の観点から「自律性支援（Autonomy Supportive Teaching）」という概念を

検討すると、内部情報的な心理状態を体験させるものである（Reeve, 2018）。現在までの研究

において、自律性支援は、自律性の欲求充足のみでなく、有能性、関係性の欲求充足にも正の

影響を及ぼすという考え方が存在し、その考え方の検証も行われている （Skinner, Kindermann & 
Furrer, 2009; 染谷, 2021c）。

（3）エンゲージメント

生徒の成果としての「エンゲージメント （Engagement） 」とは、「心理的没入」と表現でき、

興味や楽しさを感じながら気持ちを集中させ、注意を課題に向けて維持するような「熱中」す

る心理状態である。エンゲージメントは、「行動的エンゲージメント」「感情的エンゲージメント」

「認知的エンゲージメント」に分かれている。「行動的エンゲージメント」とは、授業をはじめ、

学習場面や学習課題における関与、努力や持続性、忍耐を含む概念とされ、「感情的エンゲージ

メント」とは、興味、退屈、不安、楽しさといった学習者の感情的反応に関する概念とされる（梅

本ら，2016）。さらに、「認知的エンゲージメント」とは、洗練された深い学習方略（精緻化など）

の使用や、自己調整方略（プランニングなど）の使用といった認知的な参加における概念であ

るとされる（Reeve, 2012）。

（4）動機づけ要因とエンゲージメントの関連性

Reeve （2018） は、自律性・有能性・関係性の欲求が充足されることによってエンゲージメン

トが高められるという論を展開している。また、Skinner et al. （2009） が言及するには、自律

性支援は、自律性の欲求のみで無く、有能性・関係性の欲求も促進するとしている。

自律性支援と心理的欲求充足及びエンゲージメントの関連性を検証した研究はいくつか存在

する。Jang, Kim and Reeve （2012） は、韓国人の大学生 500 名に対して、アンケート調査を行

い、「自律性支援」→「自律性の欲求充足」→「エンゲージメント」というような媒介モデルが
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存在することを明らかにした。また、Jang, Kim and Reeve （2016）での研究では、韓国人英語

学習者 396 名を対象にアンケート調査を行い、「自律性支援」→「心理的欲求充足」→「エンゲー

ジメント」という媒介モデルの存在を明らかにしている。日本における同様の研究として、染

谷 （2021c）は、日本人の高校生 962 名を対象に「自律性支援」→「心理的欲求充足」→「エンゲー

ジメント」という媒介モデルが日本の英語授業内でも存在することを明らかにした。さらに、

染谷 （2022）では、大学生 316 名に調査を行い、前述の関連性について同様の結果を得たこと

を報告している。しかし、上述の媒介モデルが中学校英語の授業を受けている中学生にも言え

るかに関しては、検討されておらず、今後の研究が必要であると言及されている（染谷，2021c，
2022）。
上記の研究の結果をまとめたものが、図 1 である。

 
 図 1　自律性支援と心理的欲求充足及びエンゲージメントの関連図

3．研究の目的

本研究では、教師の自律性支援指導が心理的欲求充足を媒介として、生徒の授業へのエンゲー

ジメントに及ぼす影響を検証する。以下の仮説 H1 から H4 を設定し、検証を行う。

H1：「自律性支援」は「自律性」「有能性」「関係性」の欲求充足を正に予測する。

H2：「自律性」「有能性」「関係性」の欲求充足は各々正の相関がある。

H3：「自律性」「有能性」「関係性」の欲求充足は「エンゲージメント」を正に予測する。

H4：「自律性支援」は「エンゲージメント」を直接的に予測する。

具体的に図 2 のモデルが適切に成り立つかを検証することを目的とする。

4．研究の方法

（1）参加者

京都府 A 市にある公立中学校の生徒 （1 年生から 3 年生） 601 名である。内訳は、「中学校 1
年生 171 名（男：83 名、女：88 名）」「中学校 2 年生 194 名（男：94 名、女：100 名）」「中学

校 3 年生 236 名（男：115 名、女：121 名）」である。

この中学校の生徒の特徴としては、小学校中学年段階で、週 1 時間程度の外国語活動を、高

学年段階で週 2 時間程度の外国語（英語）の授業を受けてきた。また、高学年の外国語の授業

に関しては、調査対象の中学校の専任教員が小学校に出向き専科教員として授業を行っていた。
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（2）質問紙の作成

「自律性支援」に関するアンケート項目は、染谷 （2020）をもとに作成された。また、心理的

3 欲求充足の質問項目に関する項目は染谷 （2019，2021b）により作成された質問項目を中学生

用に改良したものを用いた。最後に、エンゲージメントに関する項目は、外山 （2018）を参考

に作成された。アンケートは 4 件法（4：とてもそう思う、3：そう思う、2：あまりそう思わな

い、1：全くそう思わない）を用いた。質問項目と記述統計量を付録に示す。

5．分析結果

（1）信頼性係数及び相関係数

「自律性支援」「自律性の欲求充足」「有能性の欲求充足」「関係性の欲求充足」及び「エンゲー

ジメント」の 5 つの概念（変数）に関して信頼性及び関連性を検討するために、クロンバックα
係数と相関係数を算出した。その結果を表 1 に示す。

 

図 2　自律性支援が心理的 3欲求充足を媒介してエンゲージメントに及ぼす影響の仮説

 
 M [SD] 1 2 3 4 5 
1.  2.69[.70] (.832) .315** .219** .671** .712** 
2.  2.58[.69]  (.734) .707** .379** .500** 
3.  2.54[.71]   (.750) .278** .466** 
4.  2.70[.75]    (.765) .704** 
5.  2.72[.64]     (.898) 
N = 601  ** p < .001  ( )  

表 1　記述統計量と相関係数
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上記より、十分な信頼性が得られたため、本研究では、共分散構造モデリング（SEM）を行

なう上で、変数の増加による適合度の低下を防ぐため、クロンバックのα 係数で信頼性が得ら

れた変数に関しては、パーセリングを行なって分析した。

（2）共分散構造モデリング

H1 から H4 の仮説を検証するために、共分散構造モデリングによるパス解析（SEM）を行った。

図 2 に対して共分散構造モデリングによるパス解析（SEM）を行った結果、図 3 のようなパス

図が得られた。

6．分析結果の考察と教育的示唆

研究の目的である H1 から H4 に関して 5.（1）及び 5.（2）の結果より考察を行う。

まず、5 つの変数に関してすべて有意な相関があったことから、本研究で扱った概念はすべて

関連性があるということがわかる。この結果は、韓国の高校生を対象とした英語の授業に関す

る調査結果と一致する（Jang et al., 2016）。つまり、日本の公立中学生の英語授業においても

同様の概念が存在し、相互に関係しあっていると考えることができるであろう。

次ページ図 3 に示すことから、H1 から H4 に関して考察する。

H1：「自律性支援」が「自律性欲求充足」「有能性欲求充足」「関係性欲求充足」を正に予測す

るという仮説を検証するためにパス係数の検討を行った。その結果として「自律性支援→自律

性の欲求充足（β  = .31, p  = .000）」「自律性支援→有能性の欲求充足（β  = .22, p  = .000）」及び「自

律性支援→関係性の欲求充足（β  = .67, p  = .000）」という影響が見られた。この結果に関しては、

自律性支援は、自律性の欲求充足のみでなく、有能性や関係性の欲求充足にも正の影響を及ぼ

すという先行研究と一致する結果となった（Skinner et al., 2009; 染谷, 2021c）。染谷 （2021c）
の研究は、高校生の英語学習者を対象としたものであったが、今回の調査結果から、日本の中

学校の英語教育環境でも自律性支援が 3 欲求を正に予測することが明らかとなった。特に、中

学生においては、自律性支援が、クラス内での関係性を強く予測していることが明らかとなった。

H2：「自律性」「有能性」「関係性」の 3 欲求の間には、それぞれ正の相関が存在するという仮

説を検証するために、相関係数（共変動）を検討した。その結果、「自律性の欲求充足⇔有能性

の欲求充足（r  = .69, p  = .000）」「自律性の欲求充足⇔関係性の欲求充足（r  = .24, p  = .000）」
及び「有能性の欲求充足⇔関係性の欲求充足（r  = .18, p  = .000）」とすべてに中程度から弱い正

の相関が見られた。しかし、高校生を調査対象とした先行研究（染谷，2020，2021c）では、す

べての相関係数が中程度の正の相関が得られていたが、中学生を対象とした本調査では、異な

る結果が得られた。つまり、中学生にとって、英語授業内でのクラスメイトの関係性は、自律

性や有能性にあまり影響しないということが示されたことになる。中学生にとっては、他者と

の関連性というよりは、自分自身の自律性や有能性が関連していると考えられる。

H3：「自律性」「有能性」「関係性」の欲求充足が「エンゲージメント」を正に予測するという

仮説を検証するためにパス係数を検討した。この仮説は成立することが明らかになった。結果

としては、「自律性の欲求充足→エンゲージメント（β  = .09, p  = .011）」「有能性の欲求充足→エ
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ンゲージメント（β  = .24, p  = .000）」及び「関係性の欲求充足→エンゲージメント（β  = .33, 
p  = .000）」と 3 つの欲求充足がエンゲージメントを有意に予測することが明らかになった。つ

まり、先行研究において、Reeve （2018） が指摘するように、日本の中学校英語教育の中でも、

生徒の授業に対するエンゲージメントを予測する変数として、自律性・有能性・関係性の欲求

充足が存在するということが明らかとなった。ゆえに、中学校の英語授業において、3 欲求の充

足を目指すことは価値があることであるといえるであろう。特に、関係性の欲求充足からエン

ゲージメントへのパスが有意であったため、授業内でのエンゲージメントを高めるためには、

クラス内での良好な関係性が重要であると考えられる。

H4：「自律性支援」が直接的に「エンゲージメント」を正に予測するという仮説を検証した結果、

「自律性支援→エンゲージメント（β  = .18, p  = .000）」と有意なパス係数が得られた。

上記の 4 つの仮説を総じて考えると、中学校の英語授業においては、自律性支援が自律性・

有能性・関係性の欲求充足を媒介し、エンゲージメントを予測することを考慮する必要性がある。

したがって、自律性支援の授業スタイルを強化することによって、授業内での 3 欲求の充足、

そして、最終的に結果に直結する授業での課題へのエンゲージメントの向上につながると考え

られる。

上記の結果が得られたことから、自律性支援が 3 欲求の充足とエンゲージメント向上に非常

に重要なものであると考えられる。ここでは、自律性支援の質問項目を参照し、どのように自

律性支援を授業に取り入れるかに関して言及する。

教員は英語の授業中に「わかりやすい説明をしてくれる」「授業のペースはちょうど良い」「自

分が何をすべきかを（適切に）指示してくれる」「先生はたくさんの英語を話す」「先生は自分

の興味をそそることをしてくれる」といった内容の行動を心がけることが必要であると考えら

れる。

総じて言えば、染谷（2020，2021b，2022）及び髙井ら（2020） で論じられているように、生

徒に強制的に授業内容を押し付けるのではなく、生徒自身が、授業のタスク（課題）の中で、

 

  
 

図 3 自律性支援が心理的 3欲求充足を媒介してエンゲージメントに及ぼす影響の仮説検証結果
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自分で役割を選択できるような工夫や、教室英語を適切に用いて、励まし、できると言うこと

を伝えていくことなどが挙げられる。また、生徒一人一人のタスク（課題）中の様子を観察し、

戸惑っていたり、困惑している生徒に対しては授業担当者が声がけをしたり、しっかりと課題

をこなせるような時間を割くなどその生徒をきちんと理解し、その状況に合った行動などを心

がけて授業に取り組むことが必要である。特に、中学生であっても、英語の授業でタスク（課題）

ができた時に、きちんとその努力を認め、褒めることは重要なことである（髙井ら，2020）。上

記のことを念頭に置いて、今後の教師自身の英語の授業スタイルを工夫していくことが重要で

ある。そうすることで、生徒の 3 欲求の充足を促し、エンゲージメントの向上、ひいては、英

語力の向上につながると考えられる。

7．まとめと今後の課題

本研究では、1 つの事例として公立中学校における自律性支援、心理的欲求充足及びエンゲー

ジメントの関連性について言及した。本研究のような事例研究が多く行われることによって、

より多様な中学生の英語授業や学習への動機づけの関連性が明らかになることが必要と考える。

今後の課題としては、上記の自律性支援の内容が、教師がどれほど自律性支援の内容を反映

した授業が実践できているかという点を質的に研究していく必要性がある。近年、質的な研究

方法として自己決定理論へ複雑性理論を応用したアプローチがなされていることを考えると、

複雑性の観点から研究を進める必要性もあると考える（染谷，2020）。また、この研究は、横断

的研究に終始してしまっているため、縦断的に生徒の動機づけ要因を追っていくことが求めら

れる（Jang et al., 2016）。
今回の研究は、1 つの公立中学校のケース・スタディであるため、全国の公立中学校に応用で

きる結果ではない可能性が高い。したがって、今後は、他都道府県の公立中学校などを含めて、

多様な中学生からデータを収集し、分析を行っていくことでさらなる知見が得られることを期

待する。
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 M SD   
 

 2.76 0.92 -0.26 -0.78 
 2.70 0.88 -0.22 -0.64 

 2.72 0.89 -0.25 -0.65 
 2.73 0.96 -0.22 -0.93 

 2.54 0.85 -0.10 -0.58 
…  

 2.47 0.87 -0.06 -0.67 
 2.57 0.84 -0.23 -0.57 

 2.68 0.87 -0.23 -0.61 
…  

 2.56 0.85 -0.03 -0.63 
 2.63 0.94 -0.16 -0.87 

 2.43 1.04 0.10 -1.15 
…  

 2.84 0.96 -0.34 -0.90 
ALT

 
2.55 0.87 -0.05 -0.68 

 
2.71 0.89 -0.26 -0.64 

…  
 2.49 0.99 0.07 -1.02 

 2.63 0.88 -0.18 -0.66 
 2.53 0.93 -0.01 -0.86 

 2.62 0.95 -0.21 -0.85 
( …  

 2.78 0.89 -0.34 -0.61 
 2.78 0.85 -0.29 -0.51 
 2.80 0.90 -0.40 -0.58 

 2.80 0.86 -0.40 -0.42 
…  
 2.79 0.83 -0.32 -0.42 

 2.83 0.92 -0.44 -0.59 
 2.82 0.91 -0.45 -0.55 
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<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice




